
■中国：南方電網、香港を含めたスマートグリッド整備事業を計画 

中国の南部 5省（雲南省、貴州省、広西チワン族自治区、広東省および海南省）を管轄する

南方電網有限責任公司は 2019年 3月 18日、広東省、香港、マカオで構成される「粤港澳

大湾区」のスマートグリッド整備事業について、2023 年までに総額 1,700 億元（約 2 兆

8,000 億円）を投資すると発表した。同社は本計画の他、2035 年までに粤港澳大湾区の電

源の 80％をクリーンエネルギーに転換し、同地域に巨大なスマートシティを構築する方針

も示している。 


